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修士論文要旨
生体電気インピーダンス法（BIA）を用いた局所における筋体積推定
Theestimationoflocalmusclevolumeusingbioelectricalimpedanceanalysis
美濃羽
【緒言】
近年、筋体積推定の簡便法として、生体電気インピーダ
ンス法（BIA）を用いる試みがあるが（Janssen et al．2000，
Miyatanietal．2001）、局所的な筋体積の推定に利用可能か
は明らかでない。また、ヒトの身体は多くの筋からなるが、
各筋の体積とインピーダンスの関係について検討したもの
はない。本研究では、上腕部における局所の筋体積の推定
可能性を検討した。また、肘関節屈曲筋群および伸展筋群
の体積とインピーダンスの関係について検討した。
また、Kimetal．（2003）は肘関節屈曲時の角度変化とイン
ピーダンス変化に強い関係があると報告したが、筋の動態
とインピーダンスの関係は明らかでない。そこで、本研究
では、肘関節角度変化に伴う上腕部の局所の筋体積変化と
インピーダンス変化の関係について検討した。
【実験1】局所における筋体積とインピーダンスの関係
上腕部の上腕長近位60・70％区間、70－80％区間のインピ
ーダンスを、肝関節角度100　屈曲位で、上腕二頭筋上と上
腕三頭筋上でそれぞれ計測し、L2／Z（＝ZIndex，L：計測区間
の長さ，Z：インピーダンス）を算出した。また、その区間の
肘関節屈曲筋群の体積（VEF）、伸展筋群の体積（VEE）、VEF
とVEEの合計の体積（VTM）をMRIで計測し、筋体積と　Z
Indexの関係をみた。その結果、60・70％区間、70・80％区
間両方において、1）上腕二頭筋上、上腕三頭筋上どちらで
計測してもZIndexはVTMを反映する（R2＝0．765～0．885）、
2）上腕二頭筋のZIndexはVEPを反映する（R2＝0．775～
0．782）、3）上腕三頭筋上のZIndexはVEEを反映する（R2＝
0．698～0．811）ことが示された。このことから、上腕部の局
所の筋体積を推定可能であることが示唆された。
【実験2】局所における筋体積変化とインピーダンス変化
の関係
実験1の方法で肘関節角度900屈曲位のインピーダンス
と筋体積を計測し、局所の筋体積変化量（』VTM、』VEP、
』VEE）とインピーダンス変化量（』ZIndex）を算出した。
60・70％区間において、上腕二頭筋上の』ZIndexは』
VTM、』VEFを反映した（R2＝0．662）。このことから、局所
の筋体積変化推定が可能であることが示唆された。
【総括論議】
実験1において、ZIndexがVTM、VEP、VEEを反映する
ことが明らかとなった。また、ⅤTM、VEP、VEEの間にはそ
れぞれ有意な正の相関関係があった（p＜0．001）。このこと
から、VEF、VEEの両方がZIndexに反映されているもの
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と考えられた。
また、実験2　では　60・70％区間の上腕二頭筋上の』Z
Indexは』VTM、』VEFを反映した。』VEPを制御変数とし
た』ZIndexと』VTMの偏相関分析を行った。その結果、
』ZIndexと』VTMには、有意な相関関係はなく、60・70％
区間では』ZIndexは』VEFを反映することが明らかとな
った（Figure．2）。
本研究の結果は、BIAにより、局所の筋体積や、特定の
筋（群）の体積を推定できる可能性を示した。また、これ
まで筋長変化や筋横断面積変化などの動態の変化も、BIA
で推定できる可能性を示した。
【結論】
筋体積や筋体積変化とインピーダンスの間には強い関係
があり、BIAはそれらの推定手法となりうる
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